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･…･日日･･･.".･"石の道具と津島縄文人のくらし･‖･･･L･･･"･..･日日
人類の歴史は350万年前に始まり､最古の道具は250万年前に生まれた｡青銅器を用い姶めたのが5000
年前､鉄器時代の開始はたかだか3500年前にすぎない｡人間の暮 しの大部分は石器とともにあったとい
えるが､歴史の進化 という観点では､青銅器時代から鉄器時代-といったように､使用された時間の短
い方がむしろ加速度的な進歩を示 して優れた道具と評価されるらしい0
優劣より､進化の内容が問題だろう｡石器のなかでも特に歴史の長い打製石器には､ヘソの緒のよう
な､人間と深 く結びついた何かがあるように思えてならない｡アフリカ ･ヨーロッパからアジアまで､
石材の選び方､打撃の加え方､素材を作って細部調整を行うといった打製石器の基本的な製作技術にそ
れほど大 きな差異があるわけではない｡石器の理解には､通 じない言葉の説明より､石器を見る方が
手っとり早い｡"石器諸"は､多少の =方言"があっても世界共通｡技術が単純だからといえばそれま
でだが､世界の人々が等 しくこの単純な技術に命を預けるという長い歴史があって､人類ははじめて種
の分化から逃れ､人類みな兄弟といえる生物学的根拠がつくられたことも忘れてはなるまい｡
(センター長 ･文学部教授 稲田孝司)
石器をみる･観る
約350万年の歴史 をもつ人類史のなかで､石の
道具は､重要かつ主要な生活用具 として用いられ
てきました｡考古学者は､この石で作 られた道具
を石器 と呼びます｡
遺跡から出土する石器を年代の古い順に並べて
用途に応 じた石器の移 り変わりや､その作 り方を
調べてゆくことによって､そうした道具をもちい
た文化や社会の姿が浮かび上がってきます｡
一見すると石器 とは思えない ｢石のかけら｣で
も､石の割れ方や､種類､発見の状態などを調べ
てゆくと､それが立派な道具 として用いられてい
たことがわか ります｡
石の道具は､素材 となる石を打 ち欠いて形 を整
縄文人の道具箱 ～7'-LD,道,/1･の榊 仕働 き-
縄文時代に用いられた石器はい くつかの用途に
応 じて作 られた特徴ある器種が､ある一定の組み
合わせをもって､かれらの道具箱のなかに整えら
写真 1 打製石器の実測図作成過程
考古学者は石器の表面にみられる剥離痕を正確に国
化して､刃付けの加工や刃こぼれさえも見逃さない｡
え､刃をつけたもの (打製石器)が最 も古 く､磨
いたり､研いで作 られたもの (磨製石器)がこれ
に続いて登場 します｡こうした状況は世界各地の
石器文化に共通 して認められる道具の製作技術の
発展の段階であり､道具の用途の変化 とともに､
使い易 さや､機能性 を追求 した当時の人々のIT.夫
の結果 と考えることができます｡
れていたようです 図 1)0
それによると､弓矢や槍の穂先 として用いられ
た石鋲や石槍 といっ+=いわぬる狩猟具や､網のお
もりと考えられる石鐘などの漁搭具､木の実を磨
り潰 した磨石や石皿 といった調理加工具や､木や
図1 石の道具の機能と組合せ (津島岡大遺跡出土､縄文後 ･晩期)
骨を切断したり削って､道具を作る掻器や削器､
石錐などの工具類に大きく分けることができます｡
こうしたいくつかの用途別に整えられた多くの種
類の石器は､それぞれの地域の自然環境を反映し
た個性的な組み合わせを見せます｡
｢狩猟 ･採集社会｣と呼ばれる縄文時代において
も､縄文人たちは単に目前にあるものを乱獲 した
のではなく､資源を枯渇させないように､時には
取り控えをすることもありました｡また四季の恵
みを効率的に利用するために､さながらカレンダ
ーのように自分達の生業のスケジュールを整えて
津島岡大遺跡出土の石器
●
同大津島キャンパスでも縄文時代の遺物が出土
しています｡男子学生寮建設予定地では縄文晩期
(約2500年前)､現在､大学院自然科学研究科棟
が建っているところでは縄文時代後期 (約3500年
前)の石器や石器をつくるときに出た石屑が100
点以上出ています｡当時はまだ稲作がはじまって
おらず､狩猟 ･採集生活をしていました｡今回は
出土 した石器から当時の生活を考えてみることに
しましょう｡
出土した石器は､用途別にみると生産用具 (狩
猟用､漁携用など)､加工具､工具に分けること
ができます｡狩猟用の石器としては､石鉄 (矢じ
り･写真 2)､石槍があります｡弓矢は縄文時代
になって出現したもので､離れたところから動物
● を射止めることができるので､暴れる大形動物を
より安全にしとめることができ､ずいぶんと狩猟
がやりやすくなったことでしょう｡当時の人々が
食べた動物の骨などは出土 していませんが､倉敷
市周辺の貝塚からは､猪､鹿､たぬきなどの骨が
出土 しており､結構うまそうなものを食べていた
ようです｡ところが､このような狩猟用の石器は
同大構内ではあまり多 く出土 してはいません｡主
食はもっと他にあったようです｡
漁播用の石器としては､石錘 (魚網につけるお
もり)があります｡これは丸い河原石の両端を打
ち欠いて紐をかけるようにした石器です｡今は海
岸まで随分と距離がありますが､ 津島キャンパス
あさ ね ばな
の北東隅 (馬術部の馬場の北)に朝寝鼻貝塚があ
いたようです｡
遺跡から出土する石器は､各地の縄文人の生業
を考える上でも重要な手がかりとなります｡
縄文時代の各地の石器の組み合わせを概観して
みると､木の実や根茎類などを加工する道具が安
定しています｡こうしたことから､縄文人は海浜
や山間といった多様な環境のなかで､効率的に環
境への適応をおこないながら､基本的にはドング
リやクルミなどの植物質食料を基本とした食生活
を営んでいたと考えることができます｡
(助手 阿部芳郎)
写真2 総合大学院建設用地で出土した矢じり
ることから､当時の海岸線はもっと近 くにあった
ようです｡
調理用の石器としては磨石､石皿､凹石があり
ます｡これは丸い河原石をそのまま加工せずに
使ったものです｡木の実を磨り潰したり叩き潰す
のに使ったようで､石器の表面がこすれたり､つ
ぶれたりしています｡大学院自然科学研究科棟が
建っているところではどんぐりを貯蔵するための
穴が発見されており､なかにどんぐりが詰まって
いました｡こうした木の実をすりつぶし､調理し
て食べていたようです｡
加工用の石器としては石鍬､皮剥ぎ (写真 3)
などがあります｡石鍬は縄文時代後期に出現する
石器で､写真に示したように刃の部分が磨滅してお
り､地面を掘りおこすのに使ったと思われます｡下
などを掘りおこしていたのでしょう｡地面を耕して
何かを栽培していたのではないかという説もありま
すが､今のところ碓かな証拠はありません｡皮剥ぎ
は文字どおり､捕らえた動物の皮を剥ぐのに使った
と思われますが､写真に示したような大形で､三日
月形のものは縄文時代後期になってから出現したも
ので､皮剥ぎ以外の別の用途もあったと思われます｡
写真3 石鍬(上)､皮剥ぎ(下)と石鍬の刃の
拡大(右上)(学生寮建設予定地)
石器を作る石の種類 も､用途に応 じて使い分け
られています｡たとえば石鉄や皮剥 ぎなどには､
硬質で薄 く､カミソリの刃の様な鋭い割れ口をも
つ黒耀石や讃岐石などを用いています｡石器作 り
も素材 となる石の種類を選び分けることからはじ
められていた様です｡岡山周辺の石鉄､石鍬 と
いった打製石器 は､ほとんどが香川県の讃岐石
(カンカン石) を使 っているようです｡遺跡の周
辺では適当な石材がないために､はるばる瀬戸内
をこえて石材 を求めていたようです｡
縄文時代の台所 をすこしだけのぞいてみました｡
意外に豊かな食生活だったようです｡
(助手 富樫孝志)
◇ ◇ ◇ El過⑯E3庖田虫齢毎◇ ◇ ◇
工学部生体機能応用工学科棟建設予定地
生体機能応用工学科棟の建設にともなって､ 7
月 1日から調査に入っています｡調査が始 まった
ばかりで､本地点の詳 しい状況はわか りませんが､
隣接する生物応用工学科棟の部分が1988年 9月-
89年 5月にかけて調査 されており､概要は推測で
きます｡縄文時代後期のどんぐり貯蔵穴､各時代
(弥生､古墳､平安､室町)の水田や､それに関
連する溝群が出て くると推定 しています｡ とくに
平安時代の溝は､条里制 (古代の土地区画制度)
に関連するもので､本地点は､南北 と東西の区画
線がちょうど交差する部分にあたっており､どん
な構造をしているのか注 目されます｡調査は来年
のはじめまで続 く予定ですので､興味のある方は
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遠慮な く見学にいらして ください｡
(助手 十井基司)
岡山大学のキャンパスには数千年まえからの人々の歴史が刻まれております｡発掘調査ではいろいろな時
代の遺構や遺物が発見されておりますが､これらをいろいろな角度から分析研究することにより､より明ら
かな歴史を復元することができます｡今回は大学院自然科学研究科棟の建設予定地から出土した植物種子を
農学部の沖 陽子先生に､そして石器の石材を理学部の鈴木茂之先生に鑑定 していただくことになりました｡
それぞれの分析研究に大きな成果が期待されております｡
編集後記
私達の祖先は自分たちの手に馴染んだ数々の石の道具を発明してきました｡いまでは石の感触すら失って
しまった私達の手も､本来は石器を作 り､使っていたのです｡なぜヒトが石の道具を手にしたのか､その要
因はまだはっきりとわかっておりません｡転んでもただでは起 き上がらなかった遥 しさが､石器の発明にむ
すびついたのかもしれません｡巻頭写真は縄文晩期の石庖丁状削器 (写真中左は実物の2/3)｡ (A)
●
